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も
の
づ
く
り
産
業
 

の
技
能
伝
承
 

―
〇
七
年
問
題
と
人
材
育
成
 

特集 
　
わ
が
国
経
済
の
屋
台
骨
で
あ
る
「
も
の
づ
く
り
産
業
」
の
技
能
伝
承
が
大
き
な
課
題
に
直

面
し
て
い
る
。
団
塊
の
世
代
が
大
量
退
職
を
迎
え
る
い
わ
ゆ
る
二
〇
〇
七
年
問
題
だ
け
で

な
く
、若
年
者
の
製
造
業
離
れ
も
あ
い
ま
っ
て
、製
造
現
場
を
支
え
る
熟
練
技
能
者
の
人
材

確
保
と
育
成
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
モ
ニ
タ
ー
調
査
「
も
の
づ
く
り
産
業

の
『
技
能
伝
承
と
人
材
育
成
』
」
と
現
地
レ
ポ
ー
ト
を
ベ
ー
ス
に
各
企
業
の
対
応
を
追
う
。 

各地の事例からみた 

技能継承の取り組みと人材育成の課題 
JILPT地域シンクタンクモニター調査から 調査部 

　
わ
が
国
の
も
の
づ
く
り
産
業
＝
製
造
業
は
、

戦
後
一
貫
し
て
日
本
経
済
の
「
牽
引
役
」
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
造
船
・
鉄

鋼
か
ら
自
動
車
・
電
機
に
い
た
る
ま
で
、
多

様
な
も
の
づ
く
り
産
業
が
、
資
源
の
少
な
い

日
本
の
経
済
成
長
を
後
押
し
し
て
き
た
。 

　
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
が
進
ん
だ
今
日
で
も
、

製
造
業
の
就
業
者
数
は
約
一
一
五
○
万
人
と

全
産
業
で
も
っ
と
も
多
く
、
付
加
価
値
総
額

で
も
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
二
割
近
く

を
占
め
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
経
済
の
「
大

黒
柱
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。 

　
し
か
し
近
年
、
わ
が
国
の
も
の
づ
く
り
産

業
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
速
に
変
化
し
て
い

る
。 

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
と
も
な
う
生
産

拠
点
の
海
外
シ
フ
ト
、
「
三
Ｋ
」
に
象
徴
さ

れ
る
若
者
の
も
の
づ
く
り
離
れ
、
さ
ら
に
追

い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
「
も

の
づ
く
り
ニ
ッ
ポ
ン
」
を
支
え
て
き
た
団
塊

の
熟
練
技
能
者
が
二
○
○
七
年
か
ら
一
斉
に

定
年
を
迎
え
る
な
ど
、
日
本
の
製
造
業
は
こ

れ
ま
で
に
な
い
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
全
国
九
カ
所

の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
注
）
に
委
嘱
し
て
い
る

地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
モ
ニ
タ
ー
調
査
で
は
今

年
三
月
、
「
も
の
づ
く
り
産
業
に
お
け
る
二

○
○
七
年
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
た
。 

　
以
下
、
本
稿
の
前
半
で
は
、
も
の
づ
く
り

産
業
の
「
二
○
○
七
年
問
題
」
の
概
況
に
触

れ
、
後
半
で
は
、
各
地
の
モ
ニ
タ
ー
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
た
う
え

で
、
課
題
を
整
理
す
る
。 

  

製
造
業

の
「
二
○
○
七
年
問
題
」 

 

一
九
四
七
年
か
ら
四
九
年
生
ま
れ
の
「
団

塊
の
世
代
」
は
七
○
○
万
人
近
く
に
の
ぼ
る
。

そ
の
う
ち
、
製
造
業
に
従
事
す
る
「
団
塊
の
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も
の
づ
く
り
世
代
」
は
約
一
五
○
万
人
（
総

務
省
「
労
働
力
調
査
」
）
。
ベ
テ
ラ
ン
技
能

者
の
大
量
退
職
を
目
前
に
控
え
、
も
の
づ
く

り
の
現
場
で
は
「
二
○
○
七
年
問
題
」
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
の
か
。 

　
厚
生
労
働
省
の
「
能
力
開
発
基
本
調
査
」

（
二
○
○
四
年
度
）
に
よ
る
と
、
二
○
○
七

年
問
題
に
対
し
も
っ
と
も
危
機
感
を
抱
い
て

い
る
の
は
全
産
業
中
、
製
造
業
（
三
○
・
五

％
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た（
図

１
）。
こ
の
う
ち
、
化
学
工
業
（
四
七
・
八

％
）
や
、
一
般
機
械
器
具
製
造
業
（
四
○
・

五
％
）、
金
属
製
品
製
造
業
（
三
五
・
一
％
）

で
そ
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る（
図
２
）。 

　
危
機
意
識
を
持
っ
た
理
由
と
し
て
は
、「
技

能
伝
承
に
時
間
が
か
か
り
、
円
滑
に
進
ま
な

い
」（
六
八
・
五
％
）が
ト
ッ
プ
。「
意
欲
あ
る

若
年
・
中
堅
層
の
確
保
が
難
し
い
」（
六
四
・

五
％
）
が
続
い
た（
図
３
）。 

　
二
○
○
七
年
の
到
来
が
秒
読
み
段
階
に
入

る
な
か
、
製
造
業
の
現
場
で
は
、
「
技
能
継

承
」
と
、
「
人
材
確
保
・
育
成
」
に
頭
を
悩

ま
せ
て
い
る
様
子
が
浮
か
び
上
が
る
。 

  

「
技
能
継
承
」
と
「
人
材
育
成
」 

 

こ
う
し
た
な
か
、
も
の
づ
く
り
の
現
場
で

は
ど
う
い
っ
た
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。 

　
先
の
「
能
力
開
発
基
本
調
査
」
で
は
、
二

○
○
七
年
問
題
に
対
す
る
企
業
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
い
る（
図
４
）。 

　
そ
の
結
果
、
製
造
業
で
は
「
必
要
な
者
を

選
抜
し
、
指
導
者
と
し
て
活
用
」（
四
五
・
六

％
）
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
企
業
が
も
っ

と
も
多
く
、
「
中
途
採
用
を
増
や
す
」（
二
五
・

六
％
）、「
新
規
若
年
者
の
採
用
を
増
や
す
」

（
二
五
・
一
％
）
が
続
い
た
。
現
場
で
は
、

人
材
確
保
に
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
を
絞
っ
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
る
。 

　
「
技
能
継
承
」
と
「
人
材
育
成
」
が
喫
緊

の
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
な
か
、
も
の
づ
く

り
産
業
で
は
、
ベ
テ
ラ
ン
Ｏ
Ｂ
の
活
用
や
、

中
途
技
能
者
の
採
用
な
ど
を
通
じ
、
対
策
を

講
じ
て
い
る
模
様
だ
。 

  

各
地

の
企
業
事
例 

 

各
地
の
も
の
づ
く
り
企
業
は
、
具
体
的
に

ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
の
か
。 

　
以
下
で
は
、
各
地
の
モ
ニ
タ
ー
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
最
前
線
の
事
例
を
紹
介
す
る
。 
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事例 
１ 

セ
ー
レ
ン 

事例 
２ 

エ
ン
シ
ュ
ウ 

本文と写真は関係ありません。 

同社HPより 

　 

人
材
派
遣
子
会
社
を
設
立
し 

Ｏ
Ｂ
に
よ
る
技
能
継
承 

　
グ
ル
ー
プ
内
に
人
材
派
遣
子
会
社
を
立
ち

上
げ
、
退
職
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
技
能
継
承
の
事
例

を
紹
介
し
た
の
は
、
常
陽
地
域
研
究
セ
ン
タ

ー
だ
。 

　
福
井
市
に
本
社
を
置
く
セ
ー
レ
ン
（
資
本

金
約
一
五
三
億
円
）
は
、
百
年
以
上
の
歴
史

を
誇
る
大
手
繊
維
企
業
だ
。
主
力
は
、
カ
ー

シ
ー
ト
の
「
染
色
事
業
」
。

ト
ヨ
タ
や
ホ
ン
ダ
な
ど

の
大
手
自
動
車
メ
ー
カ

ー
に
納
品
す
る
な
ど
、

国
内
ト
ッ
プ
の
シ
ェ
ア

を
握
る
。 

　
同
社
の
従
業
員
数
は

一
六
九
五
人
（
○
五
年

九
月
時
点
）。
こ
の
う
ち
、

○
七
年
か
ら
定
年
を
迎

え
る
「
団
塊
の
も
の
づ

く
り
世
代
」
は
二
○
○

人
を
こ
え
る
。
大
半
が
、

「
高
度
熟
練
技
能
者
」

で
、
こ
れ
ま
で
会
社
の

も
の
づ
く
り
を
縁
の
下

か
ら
支
え
て
き
た
人
達

だ
。 

　
ベ
テ
ラ
ン
職
人
の
大

量
退
職
に
危
機
感
を
強

め
た
同
社
は
○
四
年
三

月
、
グ
ル
ー
プ
内
に
人

材
派
遣
子
会
社（
セ
ー

レ
ン
コ
ス
モ
）を
設
立

し
た
。
ね
ら
い
は
、
も

の
づ
く
り
Ｏ
Ｂ
に
よ
る

次
世
代
へ
の
技
能
継
承
。
「
意
欲
と
能
力
」

あ
る
退
職
熟
練
工
に
派
遣
登
録
し
て
も
ら
い
、

現
場
に
舞
い
戻
っ
て
、
後
輩
の
指
導
に
あ
た

る
仕
組
み
だ
。 

　
こ
う
し
た
「
Ｏ
Ｂ
講
師
」
か
ら
技
能
を
受

け
継
ぐ
の
は
若
手
が
中
心
と
な
る
。
○
六
年

度
は
大
学
卒
で
三
八
人
、
高
卒
で
二
六
人
の

計
六
四
人
の
新
た
な
人
材
確
保
に
成
功
し
た
。

と
は
い
え
、
二
○
○
人
近
く
の
定
年
退
職
が

確
実
に
見
込
ま
れ
る
な
か
、
こ
の
人
数
で
は

「
次
世
代
確
保
」
に
不
十
分
。
そ
こ
で
目
を

つ
け
た
の
は
当
時
、
増
え
つ
つ
あ
っ
た
パ
ー

ト
や
派
遣
な
ど
の
「
非
正
規
」
の
も
の
づ
く

り
職
人
だ
。
同
社
は
、
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
が
崩
壊

し
た
二
○
○
○
年
以
降
、
業
務
量
の
増
減
に

応
じ
て
人
員
調
整
で
き
る
非
正
規
労
働
者
を

積
極
的
に
採
用
。
○
五
年
度
時
点
で
は
、
全

体
の
三
割
近
く
ま
で
達
し
て
い
た
。
中
核
人

材
の
確
保
・
育
成
に
危
機
感
を
抱
い
た
現
場

か
ら
、
優
秀
な
パ
ー
ト
や
派
遣
の
「
一
本
釣

り
」
を
提
案
す
る
声
が
あ
が
っ
た
。
「
現
場

発
」
の
ア
イ
デ
ア
は
す
ぐ
に
制
度
化
さ
れ
た
。

三
年
ほ
ど
現
場
で
勤
務
し
、
優
れ
た
技
能
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
「
正
社
員
」

と
し
て
登
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

　
派
遣
の
な
か
に
は
、
「
会
社
に
縛
ら
れ
な

い
働
き
方
が
い
い
」
と
、
そ
の
ま
ま
非
正
規

で
の
働
き
方
を
続
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
人

も
い
る
。
他
方
で
、
「
現
場
発
」
の
本
制
度

を
利
用
し
、
正
社
員
を
め
ざ
す
派
遣
も
数
多

く
い
る
。
○
六
年
五
月
時
点
で
、
三
○
人
近

く
が
「
非
正
規
」
か
ら
「
正
規
」
へ
の
シ
フ

ト
に
成
功
。
次
世
代
を
担
う
新
た
な
も
の
づ

く
り
職
人
と
し
て
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
そ

う
だ
。 

    

現
役
熟
練
工
に
よ
る 

「
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
」の
技
能
継
承 

　
中
部
産
業
・
労
働
政
策
研
究
会
は
、
現
役

熟
練
工
に
よ
る
「
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
」
の
技
能

継
承
の
事
例
を
紹
介
し
た
。 

　
静
岡
県
浜
松
市
に
本
社
を
構
え
る
エ
ン
シ

ュ
ウ（
資
本
金
三
一
億
円
）は
、
工
作
機
械
メ

ー
カ
ー
の
老
舗
。
主
力
事
業
は
、
「
機
械
」

を
つ
く
る
「
機
械
」
と
い
わ
れ
る
マ
ザ
ー
ズ
・

マ
シ
ー
ン
（
工
作
機
械
）
の
製
造
・
販
売
だ
。 

　
同
社
の
従
業
員
は
約
八
○
○
人
。
そ
の
う

ち
、
半
数
以
上
が
第
一
線
で
働
く
も
の
づ
く

り
職
人
。
○
七
年
以
降
は
一
五
○
人
を
超
え

る
ベ
テ
ラ
ン
職
人
が
現
場
を
去
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
。
熟
練
工
の
大
量
退
職
に
危
機
感

を
強
め
た
同
社
は
○
四
年
四
月
、
技
能
継
承

を
目
的
と
す
る
「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を

立
ち
上
げ
た
。
場
所
は
本
社
一
階
。
広
さ
一
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事例 
３ 

友
鉄
工
業 

事例 
４ 

北
日
本
精
機 

事例 
５ 

大
阪
府
八
尾
市 

同社HPより 

千
平
方
㍍
ほ
ど
の
現
場
に
は
、
技
能
継
承
用

の
マ
シ
ー
ン
が
二
○
台
あ
ま
り
据
え
付
け
ら

れ
て
い
る
。 

　
同
社
の
特
徴
は
、
ベ
テ
ラ
ン
職
人
と
若
手

が
「
ペ
ア
」
を
組
み
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指

導
に
あ
た
る
点
だ
。
「
先
生
」
と
な
る
の
は

長
年
、
同
社
で
も
の
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
五

○
代
の
「
現
役
」
ベ
テ
ラ
ン
職
人
約
一
○
人
。

他
方
、
「
生
徒
」
と
な
る
の
は
ほ
ぼ
同
数
の

次
世
代
を
担
う
三
○
代
の
中
堅
職
人
。 

　
力
点
を
置
く
の
は
、
熟
練
工
が
長
年
の
「
経

験
と
勘
」
で
身
に
つ
け
た
秘
伝
の
ノ
ウ
ハ
ウ

（
「
暗
黙
知
」
）
の
継
承
。
こ
れ
は
、
言
葉

で
は
伝
え
ら
れ
な
い
職
人
の
「
五
感
」
に
か

か
わ
る
部
分
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
文
書
）
化
が

難
し
く
、
技
能
継
承
に
も
「
時
間
」
と
「
お

金
」
が
か
か
る
と
こ
ろ
と
い
え
る
。 

　
同
社
が
コ
ス
ト
の
か
さ
む
「
暗
黙
知
」
の

継
承
に
力
を
注
ぐ
の
は
、
企
業
競
争
力
の
根

源
が
「
も
の
づ
く
り
力
」
に
あ
る
と
考
え
る

か
ら
だ
。 

　
安
価
な
労
働
力
を
武
器
に
、
ア
ジ
ア
諸
国

が
も
の
づ
く
り
市
場
で
発
言
力
を
強
め
る
な

か
、
同
社
は
他
国
（
他
社
）
の
追
従
を
許
さ

な
い
高
度
な
も
の
づ
く
り
技
能
に
磨
き
を
か

け
る
方
針
だ
。 

    

秘
伝
の
ノ
ウ
ハ
ウ
継
承 

　
中
小
企
業
に
お
け
る
「
技
能
継
承
」
の
事

例
を
報
告
し
た
の
は
中
国
地
方
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
だ
。 

　
広
島
市
安
佐
南
区
に
あ
る
友
鉄
工
業
（
資

本
金
三
九
五
○
万
円
）
は
、
鉄
を
溶
か
し
型

枠
に
流
し
込
む
鋳
物
の
生
産
会
社
だ
。
下
水

道
マ
ン
ホ
ー
ル
で
は
、
自
治
体
や
民
間
向
け

に
一
○
○
○
種
類
以
上
の
「
鉄
蓋
」
を
生
産

す
る
な
ど
、
地
元
で
は
長
年
の
実
績
と
高
い

評
価
を
誇
る
。 

　
同
社
の
従
業
員
数
は
八
五
人
。
少
数
精
鋭

の
も
の
づ
く
り
職
人
か
ら
な
る
現
場
で
は
、

日
々
の
業
務
を
こ
な
す
の
が
手
一
杯
。
「
技

能
継
承
」
と
「
人
材
育
成
」
に
時
間
を
あ
て

る
こ
と
は
事
実
上
、
不
可
能
な
状
態
だ
っ
た
。 

　
そ
こ
で
同
社
は
○
五
年
四
月
、
「
鋳
物
師

塾
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
毎
月
一
回
、
ベ

テ
ラ
ン
職
人
が
、
「
休
日
返
上
」
で
後
輩
に

秘
伝
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
す
る
。 

　
鉄
を
溶
か
し
型
枠
（
鋳
型
）
に
流
し
込
む

鋳
物
生
産
は
、
「
職
人
技
」
の
世
界
。
ド
ロ

ド
ロ
に
溶
か
し
た
「
鋳
鉄
」
は
、
鉄
に
混
ぜ

る
炭
素
の
量
で
そ
の
硬
さ
が
決
ま
る
。
さ
じ

加
減
ひ
と
つ
で
、
仕
上
が
り
は
大
き
く
変
化

す
る
。
も
の
づ
く
り
職
人
の
「
腕
の
見
せ
所
」

で
あ
る
と
同
時
に
、
後
輩
に
伝
授
す
る
「
秘

伝
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」
に
も
あ
た
る
部
分
だ
。 

　
熟
練
技
能
の
継
承
に
は
、
長
い
時
間
を
要

す
る
。
同
社
は
次
世
代
を
担
う
も
の
づ
く
り

職
人
を
育
成
す
る
た
め
、
今
後
も
「
鋳
物
師

塾
」
で
後
進
の
指
導
に
力
を
入
れ
る
。 
    

離
職
し
た
炭
鉱
労
働
者
を
活
用
し 

世
界
ト
ッ
プ
企
業
へ 

　
離
職
し
た
炭
鉱
労
働
者
を
積
極
採
用
し
世

界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
企
業
に
登
り
つ
め
た
事
例

を
寄
せ
た
の
は
北
海
道
二
十
一
世
紀
総
合
研

究
所
。 

　
北
日
本
精
機
（
資
本
金
約
二
億
円
）
は
、

機
械
が
滑
ら
か
に
動
く
た
め
の
ベ
ア
リ
ン
グ

（
軸
受
）
の
生
産
を
手
が
け
る
。
と
く
に
内

径
四
○
ｍ
ｍ
以
下
の
小
型
ベ
ア
リ
ン
グ
で
は

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
。
最

先
端
の
医
療
・
電
子
機
器
に
お
け
る
「
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
」
精
密
部
品
を
生
産
し
、

世
界
三
六
カ
国
に
輸
出
し
て
い
る
。 

　
同
社
の
特
徴
は
、
地
域
の
「
人
的
資
源
」

を
有
効
活
用
し
て
い
る
点
だ
。
本
社
・
工
場

を
構
え
る
芦
別
（
あ
し
べ
つ
）
市
は
、
「
炭

鉱
の
ま
ち
」
。
石
炭
全
盛
期
に
は
多
く
の
炭

鉱
マ
ン
が
活
躍
し
て
い
た
。
六
○
年
代
の
「
石

炭
か
ら
石
油
」
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
以
降
、

域
内
で
は
鉱
山
閉
鎖
が
相
次
い
だ
。
「
余
剰

人
員
」
が
溢
れ
る
な
か
、
同
社
は
優
秀
な
炭

鉱
労
働
者
の
積
極
採
用
に
打
っ
て
出
た
。
「
鉱

業
」
と
「
製
造
業
」
の
畑
違
い
は
あ
る
。
し

か
し
、
長
年
培
っ
た
炭
鉱
「
技
能
」
に
は
、

ベ
ア
リ
ン
グ
製
造
に
も
通
じ
る
「
普
遍
性
」

が
あ
る
と
に
ら
ん
だ
か
ら
だ
。 

　
雇
い
入
れ
た
炭
鉱
労
働
者
に
は
、
社
内
Ｏ

Ｊ
Ｔ
で
ベ
ア
リ
ン
グ
製
造
の
「
イ
ロ
ハ
」
を

教
え
る
一
方
、
さ
ら
な
る
技
能
力
ア
ッ
プ
を

め
ざ
し
、
「
先
輩
」
ベ
ア
リ
ン
グ
メ
ー
カ
ー

で
二
年
程
度
、
「
社
外
研
修
」
を
受
け
さ
せ

た
。
こ
の
う
ち
、
後
者
の
職
場
外
研
修
で
は
、

受
け
入
れ
先
で
炭
鉱
離
職
者
の
高
い
評
価
を

得
る
こ
と
に
成
功
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
ト
ヨ
タ
系
の
大
手
ベ
ア
リ
ン
グ
メ
ー
カ

ー
光
洋
精
工
（
現
在
の
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
）
と

の
取
引
開
始
・
売
上
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
た
。 

　
炭
鉱
関
係
者
の
採
用
が
一
段
落
し
た
現
在

で
も
、
同
社
は
地
元
雇
用
の
維
持
・
拡
大
に

努
め
る
。
「
人
材
」
を
「
人
財
」
に
か
え
る

同
社
の
も
の
づ
く
り
現
場
で
は
、
離
職
者
が

ほ
と
ん
ど
出
ず
、
定
着
率
が
極
め
て
高
い
そ

う
だ
。
質
の
高
い
労
働
力
を
武
器
に
、
同
社

は
さ
ら
な
る
事
業
の
拡
大
を
す
す
め
る
。 

    

中
小
製
造
業
が
集
積
す
る
ま
ち
で 

「
も
の
づ
く
り
塾
」の
開
校 

　
中
小
・
零
細
企
業
の
技
能
継
承
を
「
地
域

一
体
型
」
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り
組
み
を
紹

介
し
た
の
は
関
西
社
会
経
済
研
究
所
だ
。 

　
大
阪
府
の
東
部
に
位
置
す
る
八
尾
市
（
人

口
約
二
八
万
人
）
は
、
四
千
を
超
え
る
中
小

製
造
業
が
ひ
し
め
き
合
う
関
西
き
っ
て
の
「
も

の
づ
く
り
の
ま
ち
」
。 

　
市
内
に
は
、
高
い
精
度
の
も
の
づ
く
り
技

能
を
有
す
る
中
小
事
業
所
が
、
軒
を
連
ね
る
。

「
技
能
継
承
」
と
「
人
材
育
成
」
の
必
要
性

を
痛
感
し
つ
つ
も
、
日
々
の
受
注
を
こ
な
す

の
が
精
一
杯
。
対
策
が
後
手
に
回
っ
て
い
る

事
業
所
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。 

　
そ
こ
で
市
は
○
四
年
、
「
八
尾
も
の
づ
く

り
塾
」
を
柱
と
す
る
地
域
一
体
型
の
技
能
継

承
・
人
材
育
成
策
に
乗
り
出
し
た
。 

　
同
塾
の
取
り
組
み
は
、
す
そ
野
が
広
い
点

に
特
徴
が
あ
る
。
も
の
づ
く
り
の
基
礎
と
な

る
旋
盤
・
フ
ラ
イ
ス
盤
な
ど
の
「
実
習
」
か

ら
は
じ
ま
り
、
経
理
ソ
フ
ト
の
「
弥
生
会

計
」
の
使
い
方
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
「
紙
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筆
」
に
頼
っ
て
い
た
製
図
作
業
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
代
替
で
き
る
Ｃ
Ａ
Ｄ（C

om
puter  

Aided D
esign

）の
演
習
な
ど
、「
座
学
」
か

ら
「
実
習
」
ま
で
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
。 

　
注
目
す
べ
き
は
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
学
生
な

ど
若
年
者
向
け
の
「
も
の
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」

の
開
催
だ
。
ね
ら
い
は
、
次
世
代
の
も
の
づ

く
り
職
人
の
確
保
。
域
内
に
は
世
界
最
大
の

反
射
鏡
『
す
ば
る
』
の
台
座
部
品
を
製
造
し

た
企
業
な
ど
、
精
度
の
高
い
中
小
も
の
づ
く

り
事
業
所
が
立
ち
並
ぶ
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
企
業
群
に
対
す
る
一
般
の
認
知
度
は
低
か

っ
た
。
若
者
の
も
の
づ
く
り
離
れ
が
加
速
す

る
な
か
、
域
内
の
製
造
業
従
事
者
は
減
少
傾

向
を
た
ど
っ
た
。
危
機
感
を
強
め
た
地
元
製

造
業
界
は
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
Ｐ
Ｒ
を
発

案
。
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
企
業
の
現
場
レ
ポ

ー
ト
な
ど
、
若
者
が
も
の
づ
く
り
に
魅
力
を

感
じ
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
内
容
に
仕
上

げ
た
。 

　
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
、
ビ
デ
オ
や
冊
子
に

も
取
り
ま
と
め
、
地
元
の
工
業
高
校
な
ど
へ

積
極
的
に
「
配
布
」
。
次
世
代
を
担
う
「
金

の
卵
」
の
確
保
に
向
け
、
積
極
的
に
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
。 

　
市
は
今
後
も
、
地
元
の
教
育
機
関
、
さ
ら

に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
を
強
化
し
、

地
域
密
着
型
の
人
材
確
保
・
育
成
策
を
進
め

る
。 

  

　
事
例
調
査
に
み
る
特
徴
と
課
題 

　
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
通

じ
て
、
「
二
○
○
七
年
問
題
」
に
向
け
た
企

業
の
取
り
組
み
に
は
、
事
例
に
よ
り
濃
淡
が

あ
る
も
の
の
、
単
純
化
す
る
と
い
つ
く
か
の

特
色
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。 

　
ひ
と
つ
は
、
も
の
づ
く
り
現
場
の
「
内
部

人
材
」
を
有
効
活
用
し
て
い
る
点
だ
。
事
例

で
紹
介
し
た
セ
ー
レ
ン
で
は
「
退
職
」
Ｏ
Ｂ

を
現
場
に
派
遣
す
る
一
方
、
エ
ン
シ
ュ
ウ
で

は
「
現
役
」
も
の
づ
く
り
職
人
が
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
で
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
現

役
・
Ｏ
Ｂ
を
問
わ
ず
、
も
の
づ
く
り
現
場
を

熟
知
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
職
人
を
「
先
生
」

と
し
て
招
く
事
例
は
、
他
の
モ
ニ
タ
ー
か
ら

も
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
他
方
、
「
も
の
づ

く
り
講
師
」
の
招
聘
な
ど
、
外
部
の
専
門
家

を
利
用
す
る
事
例
は
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
。

各
地
の
企
業
で
は
、
現
場
を
熟
知
し
た
「
も

の
づ
く
り
の
達
人
」
か
ら
、
そ
の
企
業
独
自

の
ノ
ウ
ハ
ウ
（
暗
黙
知
）
を
伝
授
す
る
ス
タ

イ
ル
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。 

　
ふ
た
つ
め
は
、
企
業
が
着
手
し
て
い
る
技

能
継
承
・
人
材
育
成
策
は
、
「
現
場
発
」
の

取
り
組
み
を
具
体
化
し
て
い
る
点
だ
。 

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
し
た
内
海
造
船
（
二
二

頁
参
照
）
で
は
、
長
年
も
の
づ
く
り
に
携
っ

た
ベ
テ
ラ
ン
職
人
が
生
み
出
し
た
「
現
場
発
」

の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
職

場
内
訓
練
）

を
基
本
に
し

た
技
能
継
承
・

人
材
育
成
策

（
有
能
な
若

手
へ
の
技
能

伝
承
）
が
脈
々

と
受
け
継
が

れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
Ｏ

Ｊ
Ｔ
主
体
の

「
現
場
発
」

の
取
り
組
み

は
、
取
材
し

た
中
小
（
丸

茂
工
業
）
や

大
手
（
ト
ヨ

タ
自
動
車
）

で
も
確
認
で

き
た
。
と
く

に
ト
ヨ
タ
で

は
、
「
現
場

の
声
」
を
く

み
上
げ
る
た

め
、
人
事
担

当
者
が
頻
繁

に
も
の
づ
く

り
現
場
に
足

を
運
ん
で
い
る
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

各
地
の
も
の
づ
く
り
企
業
で
は
、
現
場
発
の

ア
イ
デ
ア
を
制
度
化
す
る
た
め
、
「
本
社
と

現
場
」
の
連
携
を
強
化
し
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
る
。 

　
最
後
は
、
企
業
が
進
め
る
技
能
継
承
の
取

り
組
み
は
、
単
な
る
「
ハ
ン
ド
ス
キ
ル
」
の

継
承
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
も
の
づ

く
り
職
人
の
「
心
構
え
」
な
ど
メ
ン
タ
ル
面

も
含
め
た
総
合
的
な
「
技
能
」
を
継
承
し
て

い
る
点
だ
。
地
域
一
体
型
で
造
船
技
能
の
継

承
を
進
め
る
「
因
島
技
術
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

小
手
先
の
「
技
能
」
だ
け
で
な
く
、
社
会
人

と
し
て
の
「
マ
ナ
ー
」
や
、
造
船
職
人
と
し

て
の
「
心
の
あ
り
方
」
と
い
っ
た
心
の
教
育

に
も
力
を
注
ぐ
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
「
世

界
の
ト
ヨ
タ
」
を
筆
頭
に
、
取
材
し
た
各
企

業
で
も
確
認
で
き
た
。
「
も
の
づ
く
り
は
ひ
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と
づ
く
り
」
と
も
言
わ
れ
る
。
各
地
の
企
業

が
進
め
る
技
能
継
承
は
、
メ
ン
タ
ル
面
も
含

め
た
総
合
的
な
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。 

 

　 
 

拡
大

す
る
企
業
規
模
間
の 

　
「
技
能
格
差
」 

　
他
方
、
調
査
を
通
じ
て
ひ
と
つ
の
課
題
も

浮
か
び
上
が
っ
た
。 

　
そ
れ
は
、
大
手
と
中
小
の
「
技
能
格
差
」

の
拡
大
だ
。
大
手
企
業
は
早
く
か
ら
、
二
○

○
七
年
問
題
に
手
を
打
つ
一
方
、
中
小
・
零

細
で
は
、
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
つ
つ
も
、

対
策
が
後
手
に
回
っ
て
い
た
。
モ
ニ
タ
ー
か

ら
も
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
新
日
本
製
鐵
な
ど

大
手
で
は
、
将
来
的
な
人
員
構
成
の
変
化
を

予
測
し
、
早
く
か
ら
対
応
策
を
検
討
に
入
っ

て
い
る
と
の
事
例
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
半

面
、
中
小
の
先
進
的
な
事
例
は
先
に
紹
介
し

た
友
鉄
工
業
な
ど
数
件
に
と
ど
ま
る
な
ど
、

中
小
で
の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
リ
ポ
ー
ト
が
目
立
っ
た
。
こ

う
し
た
な
か
、
一
部
の
地
域
で
は
、
中
小
の

技
能
水
準
維
持
・
底
上
げ
を
ね
ら
っ
た
「
地

域
一
体
型
」
の
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
動
き
は
ま
だ
一
部
の
産

業
と
地
域
に
と
ど
ま
る
の
が
現
状
だ
。
こ
う

し
た
な
か
、
厚
労
省
は
、
「
中
小
企
業
労
働

力
確
保
法
」
（
経
済
産
業
省
と
共
管
）
を
見

直
し
、
中
小
に
的
を
絞
っ
た
技
能
継
承
・
人

材
育
成
策
の
支
援
に
乗
り
出
す
。
中
小
企
業

で
、
円
滑
な
技
能
継
承
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

新
た
に
若
年
者
を
雇
い
入
れ
、
実
践
的
な
職

業
能
力
の
開
発
を
図
る
た
め
財
政
支
援
を
行

う
方
針
。
一
○
月
施
行
（
予
定
）
の
本
制
度

を
テ
コ
に
、
中
小
が
技
能
水
準
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
急
務
と
い
え
る
。 
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